
  

 

 

 

 

 

本当の幸せとは、今、生きているということ 

校長 川畑 敏彦 

 
 猿渡 瞳（さるわたり ひとみ）さんは、福岡県大牟田市の中学生で、小学校６年生の時に骨のガ

ンにかかり、約１年半の闘病生活ののち、わずか１３歳（中２）で亡くなりました。その、瞳さん

が闘病生活中に自由に動けない身で弁論大会への出場を志し、発表した作文「命を見つめて」の一

部を紹介します。 

 

皆さん、本当の幸せって、何だと思いますか。実は、幸せが私たちの一番身近にあることを、病気に

なったおかげで、知ることができました。それは、地位でも、名誉でも、お金でもなく「いま生きてい

る」ということなのです。 

私は、小学６年生の時に骨のガンが発見され、闘病生活を送りました。しかし、この闘病生活の間

に、一緒に病気と闘ってきた１５人の大切な仲間が、次から次に亡くなっていきました。小さな赤ちゃ

んから、おじいちゃん、おばあちゃんまで、年齢も病気もさまざまです。厳しい治療と、あらゆる検査

の連続で、心も体もボロボロになりながら、私たちは生き続けるために、必死に闘ってきました。しか

し、あまりにも現実は厳しく、みんな一瞬にして亡くなっていかれ、生き続けることが、これほど困難

で、これほど偉大なものかということを思い知らされました。 

私がはっきり感じたのは、病気と闘っている人たちが、誰よりも一番輝いていたということです。そ

して、健康な体で学校に通ったり、家族や友人と当たり前のように、毎日を過ごせたりすることが、ど

れほど幸せなことかということです。たとえ、どんなに困難な壁にぶつかって悩んだり、苦しんだりし

たとしても、命さえあれば必ず前に進んでいけるのです。生きたくても、生きられなかったたくさんの

仲間が、命をかけて教えてくれた大切なメッセージを、世界中の人々に伝えていくことが私の使命だと

思っています。みなさん、私たち人間はいつどうなるかなんて誰にも分らないんです。だからこそ、一

日一日がとても大切なのです。病気になったおかげで、生きていく上で、一番大切なことを知ることが

できました。今では、心から病気に感謝しています。私は、自分の使命を果たすため、亡くなったみん

なの分まで、精一杯生きていきます。皆さんも、今生きていることに感謝して、悔いのない人生を送っ

てください。 

 

 瞳さんは、弁論大会から２か月後 

「私の体、ありがとう。もう演技は終わったよ。これからは、最高の健康体になるからね。この苦

しみを知ったおかげで、たくさんの人の痛みが分かるようになれたから、世界中の人を救いにいけ

る私になれたよ。あ・り・が・と・う」というメッセージを残して旅立ちました。 

 瞳さんは、ガンとの闘病生活を通して、「命の尊さ」や「一日一日を精一杯生き

ることの大切さ」を訴えかけています。毎日生活していることを当たり前のように

感じるかもしれませんが、毎日元気で生活できることが本当はとても幸せなことだ

と訴えています。 

 また、弁論の中で、瞳さんは「使命」という言葉を使っています。「生きたくて

も生きられなかった多くの仲間が教えてくれた大切なメッセージを、世界中の人々に伝えていくこ

と。」誰よりも「命の尊さ」を実感した彼女だからこそ、出てきた言葉なのかもしれません。 

 ただ、それだけに、「使命」を果たすことで自分の人生に意味を見出し、亡くなった仲間の分まで

精一杯生きていこうとしていた瞳さんが、志半ばでその人生を終えなければならなかったことは、

どれほど無念で、悔しかったことでしょう。察するに余りあります。 

 

皆さんは、この作文から何を感じ、何を受け取りましたか？ぜひ、話してみてください。瞳さん

の「命のメッセージ」を感じてください。 
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２月 14日の土曜授業日に４年生の「10歳の集

い」が体育館で行われました。 
この日まで，子供たちは，自分の将来の夢や目標

について考えたり，そのた
めに自分に何が必要か調べ
たりする学習に取り組みな
がら，気持ちを高めていま
した。当日は，子供たちが
作成した未来設計図を使っ
て将来の夢や目標を堂々と
発表し，保護者の方々から
感想や意見をもらって考えを深める場面も見られま
した。また，親子で交換した手紙を読んで，胸を熱
くする様子も見られました。最後に，これまで育て
てくれた感謝の気持ちを「10歳のありがとう」の歌
に込めて披露し，感動の雰囲気に包まれました。 
子供たちや保護者の方々にとっても，10歳の節目

にふさわしい，心に残る式となったことと思いま
す。 

 
 
 
13 日(金)の朝の活動の時間に感謝集会を行いま

した。紫原小の児童を支えてくださっている皆様に
感謝の気持ちを届けるもので，今年度からは朝の活
動の時間を活用して実施ました。短い時間のため，
今回は５名の方（児童通学保護員，すぎなの会，高
齢者クラブ）に来ていただ
きました。 
ボランティア委員会の児

童が進行し，代表の児童
が，一人一人に感謝状や
感謝の手紙を渡した後，
全児童が「ありがとうの
歌」を披露しました。 
短い時間でありました

が，全児童の感謝の気持
ちが会場を包み，温かい
雰囲気いっぱいの集会と
なりました。生活の中で
様々な方にお世話になっていることを改めて感じ
るとともに，感謝の気持ちを言葉や行動で表すこ
との大切さを考える機会ともなりました。みなさ
まいつもありがとうございます。そしてこれからも
よろしくお願いします。 
 

 
 
３年生は，総合的な学習

の時間でふるさと紫原につ
いて学習を進めています。
19 日(木)は校区高齢者クラ
ブの皆様から，一昔前の校
区の様子について教えてい
ただきました。さつまいも
が盛んに栽培されている頃の様子や宅地化が進んで
きたこと，高齢者の方々が小中学生の頃の学校の様子
を知り，自らの学びを深めることができたようです。 
また，昔行われていた遊びについても教えていただ

きました。輪回しやめんこ，お手玉等について教えて
いただき，楽しい時間を過ごすことができました。 

 今月から，６年生が，朝のボラ
ンティア活動として，学校の至る
所で，清掃活動を行っています。
６年生の自主的に取り組んでいる
姿からは，卒業まで，あと少しの
期間，学校のために，下級生のた 
めに，できることを頑張って取り
組もうという気持ちが伝わってき
ます。 
 最上級生の模範的な姿を本校の
伝統として受け継いでいきたいと
思います。 
 
 
 
 
 ２月 19日（木）の朝の活動は音楽集会でした。本
校の音楽集会は，毎回，発表
学年の保護者の方も多く参観
していただき，盛り上がりを
見せている活動です。今回
は，音楽部の発表でした。 
音楽部は今年度も地域行事

に参加したりコンクール等に
出場したりして大活躍でし
た。音楽部の迫力ある演奏
だけではなく，イントロク
イズや１年間の思い出のス
ライドも流れ，工夫を凝ら
した楽しい演出もあり，みんなが晴れやかな気持ち
になる時間となりました。 
３月８日（日）は 14時から本校体育館で音楽部の

「お別れコンサート」が行われます。多数の方々の
お越しをお待ちしています。 
 
 

 

 

６年生，お手本として頑張っています！

 
 
 
 
【３月…弥生（やよい)…March】 
 ６日(金) ６年生を送る会（1校時） 

〃   特別支援学級閉級式・学級ＰＴＡ 
 ８日(日) 音楽部お別れコンサート 
 14日(土) 土曜授業日 

〃    音楽集会【６年】 
 17日(火) 卒業式会場設営 
 18日(水) 卒業式予行 
 20日(金) 春分の日（祝日）  
  24日(火) 第61回卒業式 
 25日(水) 修了式 
 26日(木) 辞任式 
 
【４月…卯月（うづき)…April】 
８日(水) 新任式・始業式（新２～６年生：３校時授業，給食なし） 
９日(木) 入学式（新２～６年生：５校時授業，給食あり） 

  15 日(水) 特別支援学級開級式・学級ＰＴＡ 
16 日(木) １年生給食開始 

 17 日(金) なかよし集会 
第１回学級ＰＴＡ， 
ＰＴＡクラス役員会・地域部会・引継ぎ研修会 

 21 日(火) 地震想定避難訓練，教育相談① 
 22 日(水) 教育相談② 
23 日(木) 全国学力・学習状況調査，教育相談③ 

 24 日(金) 教育相談④ 
 28 日(火) 教育相談⑤ 
 30 日(木) 教育相談⑥  
   
 5 月１日(金)教育相談⑦ 
 

３月・４月の主な行事予定 

10歳の集い（自分の夢や目標に向かって） 

自分に勝つ！～頑張った持久走～ 
 

高齢者クラブの方々とのふれあい活動 

感謝集会（地域の方々，いつもありがとうございます。） 

自分に勝つ！～頑張った持久走～ 
 

音楽集会（音楽部の発表） 

令和８年度の教育相談
は，地区別ではありま
せん。 


